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 ８月２８日、管内の乳肉複合経営体で牛向け発情・疾病兆候検知センサーデ

バイスの試験導入を行いました。 

当該機器は牛の頸部に取付けたセンサーが採食や休息等の行動量を検知し、

発情や分娩等の兆候をスマホに通知するものです。夜間に人間が牛舎不在のと

きに起こりやすい「見逃し」を減らして繁殖成績改善を図る目的で、管内では

３例目の導入となります。 

飼料価格の高止まりと子牛価格の低迷で大変厳しい畜産情勢ですが、当該機

器の導入により個体管理を徹底することで、ロスを削減した足腰の強い畜産経

営体の確立が期待されます。 

なお、当該機器の導入は、普及センターが支援し、農業者が個別に策定した

経営発展のための「中長期計画」を実現するためのものです。 

今回、ふくおか農業トップランナーキャリアアップ講座に参加し、３か月間

の試験導入に至りましたが、導入農家は「子牛生産率の向上や、発情発見率の

改善に期待をもてる」と、販売店である(株)ファームノートと熱心な意見交換が

されました。 

南筑後普及指導センターでは、ICT 機器導入後のフォローアップを行いなが

ら、個別に策定した「中長期計画」の実現に向けてグレードアップを続ける農

業者の支援に努めていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマホ通知の様子 センサー取付けの様子 


